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2016朝日講座「守るべきもの、変えるべきもの」第７回

「歴史の遺したものを見つめる」

2016.11.25

牧原成征（日本史学・近世史）
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歴史学の課題

人びとが
共にどこかに住み
自然に働きかけて

何らかの生業を営み
子孫を育み

生産物を交換し
互いに権益を争って
それを調整するしくみ
を築き上げてきた

過程

日本史の場合は特に、

現在に繋がっていて、しかも
異質な過去から、現在の社
会が形成されてくる過程

3

おもに文献史料によって
明らかにする
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日本列島では

•多くの人びとはムラに家を構えて居住

•農業・漁業・交易等を営む

中世

•有力なイエとそれに従属的な下人も多い

•主従関係、自力救済、不断の戦争

織豊

•武家を結集した統一政権の下で「平和」

•武士団と分離された村と町が公認・設定

近世

•城下の武家地・寺社地・町人地と

•在方の村々(全国で６万数千) 特異な編成
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太閤検地帳（東京大学日本史学研究室所蔵）
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一筆ごとに百姓の名を記した検地帳を
村（庄屋・名主）へ交付
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都合475石1斗7升3合（村高、高佐村分）
村に年貢・諸役を請け負わせる（村請制）
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近世の村と百姓

 村の自治

 百姓の「財産権」（土地所持）

 政治・権力からの排除、自力救済の「否定」

 「平和」のもとで経営に専念

→やがてイエを子孫へと継承するように

 村の文書が、村役人の家の文書として伝来

 その一例：私の卒業論文から

-信州佐久郡下海瀬村、土屋家文書
（国文学研究資料館所蔵）
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下海瀬村のようす（1993年夏）
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文久2年 下海瀬村耕地見取麁絵図面（25Ａ／01849）
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著作権等の都合により、
ここに挿入されていた史料の写真を削除しました。

（国文学研究資料館所蔵）
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惣社諏訪大明神祭礼で 操ＶＳ踊（25Ａ／03626）
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踊の惣代は爪印の若者＋与左衛門（土屋家）（同前）
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寛政4年、踊祭礼発談人議定書 拇印（25Ａ／03625）
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著作権等の都合により、
ここに挿入されていた史料の写真を削除しました。
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それから200年後、1993年夏の下海瀬村・諏訪神社
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近世の地方文書

争
論
の
訴
状
・
裁
許
状

村
・
村
々
の
取
り
決
め

証
文(

質
地
・
貸
借)

・
書
状

村
入
用
帳

触
留
・
日
記
・
旧
記

経
営
帳
簿

宗
門
人
別
帳
・
村
明
細
帳

土
地
・
年
貢
関
係

一村の一家の
文書

数千～数万点

一つの県に
残る中世文書
全体の分量

「大日本史料」
既刊分

社
会
・
経
済
・
文
化
の
発
展

15
UTokyo Online Education 東京大学朝日講座 2016 牧原成征 CC BY-NC-ND

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


村を基盤とした国家：「天保国絵図」武蔵国

16

駒込村

国立公文書館デジタルアーカイブより（http://www.digital.archives.go.jp/das/meta/M1000000000000000487）

UTokyo Online Education 東京大学朝日講座 2016 牧原成征 CC BY-NC-ND

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


『新編武蔵風土記』（巻之９ 豊島郡之１）
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村ごとに編纂された地誌（『新編武蔵風土記』巻之19 豊島郡之11）
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村ごとに編纂された地誌（『新編武蔵風土記』巻之19 豊島郡之11）
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地誌を編纂するという営み

 1803年、幕府（林家）は諸国の地誌編纂を呼びかけ、や
がて武蔵の地誌（国志）編纂に着手

 武蔵3080の村々からそれぞれ地誌取調書上帳を集め、
集成して『新編武蔵風土記』

‐「体例」が定まらず、「国志」ではない

 村を基盤とする社会・文化・国家の達成（限界）を象徴

村の自治

文書作成保管

村役人の地誌

・歴史

幕府の威光

村の自治を基
盤に泰平を現
出・維持

学者の存在意義

泰平の世の学知
を担う
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「村と家の歴史」としての近世史

 近世以来の伝統：近代の国史、郷土史、「国民
史」の基盤

 戦後、各地で、発掘した地方文書を基盤に、農村
史・地方史が花形に

 経済発展段階の追究、封建遺制の克服・変革

 「村と家の歴史」としての近世史像

-ただし、歴史の変化は村の内部だけからは説
明できない（研究史／卒論の反省）

 また近年、村落史研究が全般的に停滞・衰退

-それに代わって、都市史／思想史・宗教史
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町方の史料と都市史

 多様な身分・集団が輻輳、奢侈的消費・生活
水準向上、村方へも影響

 高度経済成長・都市化→都市史・数量経済
史が進展、そうじて「明るい」近世史像

町・名主の
文書・記録

伝存は村方よ
りごく少ない
流動性・火災

商家や仲間の
文書・記録

物価の記録
経世論も出現

町奉行所の
文書・記録

多く改革に
伴って調査・
作成
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町方の地誌

 地誌調所は、府内外郭（郭外）の町々からも
取調書上帳を出させた（町方書上）

→『御府内備考』（資料集）に止まる

 100年つづく旧家わずか、流動的

 土地から離れた人びとにとって「歴史」とは?

 町や村の地誌の語り方・範囲・限界

-えた・非人身分（集団化・史料の伝存と制約）

 史料を多く残さなかった人々の歴史（営み）を
どう描くか？ -下層民・女性
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附
言

東
都
市
井
の
輩
、
事
業
の
繁
多
な
る
、
旬
日
の
間
の
事
と
い
へ
ど
も
忘
失
事
尠
か
ら

ず
。
故
に
東
都
の
人
と
い
へ
共
、
こ
の
書
に
拠
り
て
往
事
を
思
ひ
出
さ
ば
、
世
務
の

一
端
と
も
な
る
事
あ
ら
ん
か
。

其
躰
裁
稗
官
に
わ
た
る
と
い
へ
ど
も
、
坊
間
に
裨
益
あ
る
の
冊
子
な
る
べ
し
。

此
編
全
部
八
冊
な
り
。
天
正
十
八
年
に
始
り
嘉
永
元
年
に
至
る
。
浄
書
落
成
す
と
い

へ
ど
も
、
未
剖
劂
の
功
終
ら
ず
。
発
兌
を
急
ぐ
が
故
、
今
年
初
帙
四
冊
を
公
布
す
。

後
帙
四
冊
続
て
発
行
す
べ
し
。

己
酉
孟
冬

書
肆

青
黎
閣
誌
（
印
）

（
32
頁
よ
り
）

提
要

○

慶
元
よ
り

降
、
昇
平
の
化
光
世
に
被
り
、
穀
下
の
蕃
昌
日
に
陪
せ
り
。
此
故

に
遐
陬
僻
境
の
人
と
い
へ
ど
も
、
千
里
を
遠
し
と
せ
ず
、
厥
佳
麗
を
看
、
厥
広

大
を
仰
ぐ
。
よ
つ
て
嚮
に
は
父
祖
の
名
所
図
会
あ
つ
て
縦
観
の
栞
と
し
、
次
に

余
が
歳
事
記
を

し
て
亦
導
引
と
す
。
再
此
輯
を
な
し
、
村
漢
野
嬢
の
為
に
、

東
武
繁
華
の
梗
概
を
知
ら
し
む
る
の
一
助
と
す
。

○

此
編
に
載
る
所
は
、
中
人
以
下
の
耳
目
に
触
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
地
理
の
沿
革
、

或
は
坊
間
の
風
俗
、
事
物
の
権
輿
に
至
る
ま
で
、
獲
る
に
随
て
誌
す
。
素
よ
り

公
辺
の
御
事
は
伺
ひ
知
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
た
ま
〱
伝
聞
せ
る
事
も
、
憚
多
け

れ
ば
こ
ゝ
に
漏
せ
り
。

○

慶
元
以
来
新
地
を
撰
ば
れ
、
諸
侯
列
臣
の
藩
邸
、
地
を
阻
て
所
々
に
構
へ
、
寺

社
民
屋
も
地
を
賜
り
て
新
に
創
し
、
或
は
鬱
攸
の
変
に
罹
り
て
、
処
を
異
に
す

る
の
類
、
挙
て
数
ふ
べ
か
ら
ず
。
故
に
見
聞
に
し
た
が
ひ
て
一
、
二
を
記
し
、

瑣
細
の
事
は
こ
ゝ
に
漏
せ
り
。

○

忠
臣
・
孝
士
・
貞
婦
・
烈
女
の
類
、
恩
賞
を
賜
り
し
も
の
枚
挙
に
遑
あ
ら
ず
。

姑
く
斯
編
に
脱
せ
り
。

（
29
頁
よ
り
）

「武江年表」（今井金吾校訂『定本 武江年表 上』ちくま学芸文庫、2003年より）
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嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
刊
行

江
戸
の
繁
盛
、
田
舎
の
人
へ
の
ガ
イ
ド

地
理
の
沿
革
、
町
屋
の
風
俗
、
事
物
の
権
輿

事
業
繁
多
の
江
戸
の
人
に
も
世
務
の
助
け

斎
藤
月
岑

神
田
雉
町
名
主
（
草
創
名
主
）

祖
父
の
代
か
ら
三
代
で
『
江
戸
名
所
図
会
』
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変わりつづける歴史学・歴史認識

近世

•村の文書・記録管理、都市的価値観による
歴史・出版文化、国家による再編

近代

•国史・「国民史」←国民国家と国民経済

•自言語による思考の蓄積

現在

•個人の歴史（思想形成・経験）

•グローバルヒストリー（経済）

将来

•村と家の衰退に歩調をあわせて

•日本史から村（と家）が消滅？
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おわりに

 多様な史料のあり方を俯瞰／に内在し、見え
にくくなる側面・限界を意識的に追究

 史料の制約に抗う―そのためには遺された
史料のあり方に十分に目を凝らす必要

全体史の追究

（ただし、何の
全体か？）

内在的理解

（史料をきちん
と読む）

アクチュアル
な関心
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あなたがこれまで考えてきた歴史と、今日の講義を聞いて考えた歴史と
は、どこが違いますか？

それはなぜですか？

27

グループワークのテーマ

あなたがこれまで考えてきた歴史と、
今日の講義を聞いて考えた歴史とは、
どこが違いますか？

それはなぜですか？
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